
（第3種郵便物認可）２０１９年１１月３週号 ２０１９年（令和元年）１１月２０日９ 営農技術

や
し
農
園
」
の
小
林
駿
さ
ん

（
２４
）は
就
農
を
機
に
、
果
皮
も

果
肉
も
白
色
の
イ
チ
ゴ
を
導
入

し
、
「
ネ
ー
ジ
ュ
ベ
リ
ー
」
の

商
品
名
で
販
売
す
る
。

○
…
ナ
シ
や
ラ
イ
チ
に
似
た

香
り
が
特
徴
。
「
果
肉
が
柔
ら

か
く
ジ
ュ
ー
シ
ー
」
と
好
評

だ
。
高
糖
度
に
育
て
る
た
め
虫

が
付
き
や
す
く
、
見
回
り
を
徹

底
し
、
葉
か
き
や
防
除
に
手
間

を
か
け
る
。
苗
に
炭
酸
ガ
ス
処

理
を
し
て
農
薬
を
削
減
す
る
。

○
…
肥
料
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
無

く
試
行
錯
誤
だ
と
い
う
。
代
表

を
務
め
る
父
・
茂
さ
ん（
６１
）と

共
に
経
営
し
、
従
来
の
「
紅
ほ

っ
ぺ
」
「
と
ち
お
と
め
」
な
ど

に
加
え
、
農
園
内
で
直
接
販
売

す
る
。　
　
　
（
宮
城
支
局
）

○
…
石
巻
市

で
ハ
ウ
ス
イ
チ

ゴ
約
８３
㌃
を
栽

培
す
る
「
こ
ば

部
を
隣
の
樹き

へ
接
ぎ
木
で
連
結

す
る
。
苗
の
長
さ
に
応
じ
て
圃

場
に
定
植
（
樹
間
１
～
２
㍍
、

主
枝
高
１
・
６
㍍
）
。
４
月
中

に
主
枝
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
接
ぎ

木
）
を
行
う
。
苗
木
は
１０
㌃
当

【
宮
崎
支
局
】
ス
ク
ミ
リ
ン

ゴ
ガ
イ
（
通
称
：
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
）
対
策
と
し
て
、
宮
崎
市

住
吉
青
水
地
区
の
米
農
家
や
飼

料
稲
作
付
け
農
家
が
団
結
し
、

１３
㌶
で
殺
貝
効
果
が
あ
る
石
灰

窒
素
散
布
に
よ
る
一
斉
駆
除
を

試
み
て
い
る
。

　
飼
料
稲
の
収
穫
を
例
年
よ
り

早
い
９
月
中
旬
に
終
え
、
地
区

内
の
水
田
に
作
物
が
無
い
よ
う

に
す
る
。
数
日
間
は
湛た

ん

水す
い

し
、

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
が
活
動
を

始
め
た
ら
石
灰
窒
素
を
１０
㌃
当

た
り
２０
～
３０
㌔
散
布
す
る
。

　
９
月
２６
日
に
大
型
ト
ラ
ク
タ

ー
３
台
で
一
斉
散
布
し
た
。
逃

げ
場
を
な
く
し
、
個
体
数
の
減

少
に
期
待
を
寄
せ
る
。
同
地
区

で
稲
作
経
営
を
す
る
長
友
則
道

さ
ん（
４４
）は
「
来
年
の
水
稲
作

付
け
後
に
結
果
が
分
か
る
。
成

功
さ
せ
同
様
に
悩
む
地
域
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
れ
ば
」
と
話

す
。

　
施
設
野
菜
類
の
害
虫
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
天
敵
製
剤
「
飛
ば
な
い
ナ
ミ
テ
ン
ト
ウ
」
（
以

下
、
ト
バ
テ
ン
、
商
品
名
「
テ
ン
ト
ッ
プ
」
）
の
防
除
効
果
を
持
続
さ
せ
る
「
代
替
餌
シ
ス
テ

ム
」
の
利
用
が
生
産
現
場
で
増
え
て
い
る
。
餌
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
で
ト
バ
テ
ン
の
数
が
維

持
で
き
る
た
め
、
放
飼
頭
数
を
従
来
の
半
分
以
下
に
し
て
も
十
分
な
防
除
効
果
を
得
ら
れ
、
コ

ス
ト
削
減
も
期
待
で
き
る
。
野
菜
で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
取
得
す
る
、
ひ
さ
ま
つ
農
園
（
茨
城
県
阿

見
町
）
の
久
松
徹
代
表（
６３
）は
「
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
食
べ
尽
く
し
た
後
も
ハ
ウ
ス
内
に
温
存
で
き

て
い
る
。
長
く
使
え
れ
ば
経
費
も
抑
え
ら
れ
る
」
と
話
す
。

成
園
並
み
の
収
量
を
実
現
。
従

来
の
平
棚
栽
培
と
比
べ
て
樹
形

が
単
純
化
し
て
授
粉
や
摘
果
、

袋
掛
け
が
省
力
化
も
可
能
に
な

る
。
長
さ
３
㍍
以
上
の
大
苗
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
早
期
の
成

園
化
を
可
能
に
し
た
。

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
は
、
主
枝

を
一
定
方
向
へ
伸
ば
し
、
先
端

　
飛
ば
な
い
ナ
ミ
テ
ン
ト
ウ

は
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
施
設
栽
培
で
利
用

が
進
み
つ
つ
あ
る
。
ハ
ウ
ス
内

に
と
ど
ま
っ
て
ア
ブ
ラ
ム
シ
を

捕
食
し
、
高
い
防
除
効
果
を
示

す
一
方
、
放
飼
後
に
圃
場
内
の

ア
ブ
ラ
ム
シ
が
減
少
す
る
と
、

餌
不
足
に
よ
り
分
散
や
死
亡
で

頭
数
が
減
少
し
、
効
果
が
持
続

し
な
い
課
題
が
あ
っ
た
。

　
代
替
餌
シ
ス
テ
ム
は
、
小
型

甲
殻
類
の
卵
で
あ
る
「
ブ
ラ
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
プ
耐
久
卵
」
（
以

下
、
ア
ル
テ
ミ
ア
）
と
天
敵
温

存
植
物
を
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
代
わ

る
餌
と
し
て
組
み
合
わ
せ
、
ト

バ
テ
ン
の
生
存
と
発
育
を
補
助

す
る
。
農
研
機
構
・
西
日
本
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

同
生
研
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
強
化
研
究
推

進
事
業
で
開
発
さ
れ
た
。

小
型
甲
殻
類
の
卵
で

幼
虫
の
成
育
を
補
助

　
糖
分
を
染
み
こ
ま
せ
た
麻
ひ

も
に
ア
ル
テ
ミ
ア
を
付
着
さ
せ

た
「
餌
ひ
も
」
と
、
ス
イ
ー
ト

ア
リ
ッ
サ
ム
や
ス
カ
エ
ボ
ラ
と

い
っ
た
「
天
敵
温
存
植
物
」
で

構
成
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
密
度
が

低
い
状
況
で
は
、
ト
バ
テ
ン
幼

虫
は
餌
ひ
も
に
付
着
し
た
ア
ル

テ
ミ
ア
を
食
べ
て
成
長
し
、
羽

化
後
は
天
敵
温
存
植
物
の
花
粉

や
蜜
を
食
べ
て
ハ
ウ
ス
内
に
定

着
す
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　
施
設
ナ
ス
栽
培
を
モ
デ
ル
に

作
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
餌
ひ
も
は
ト
バ
テ
ン
を
放

飼
し
た
株
を
中
心
に
３
～
５
株

ほ
ど
設
置
す
る
。
西
日
本
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
生
産
環
境
研
究

領
域
虫
害
管
理
グ
ル
ー
プ
の
安

部
順
一
朗
上
級
研
究
員
は
「
１

株
当
た
り
８０
㌢
ほ
ど
か
か
っ
て

い
れ
ば
十
分
な
効
果
が
期
待
で

き
る
。
な
る
べ
く
多
く
の
葉
に

掛
か
る
よ
う
に
す
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
」
と
話
す
。

ま
た
、
ト
バ
テ
ン
幼
虫
は
ア

ル
テ
ミ
ア
よ
り
ア
ブ
ラ
ム
シ
を

優
先
し
て
食
べ
る
た
め
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
が
す
で
に
た
く
さ
ん
発

生
し
て
い
る
株
よ
り
も
中
・
低

密
度
の
株
に
餌
ひ
も
を
設
置
し

た
方
が
、
定
着
促
進
効
果
は
高

く
な
る
。

　
天
敵
温
存
植
物
は
、
促
成
ナ

ス
で
は
ス
カ
エ
ボ
ラ
と
ス
イ
ー

ト
ア
リ
ッ
サ
ム
が
、
半
促
成
ナ

ス
で
は
ス
イ
ー
ト
ア
リ
ッ
サ
ム

が
適
し
て
お
り
、
ナ
ス
苗
１０
株

に
対
し
て
１
株
を
同
時
に
混
植

す
る
。
ス
イ
ー
ト
ア
リ
ッ
サ
ム

は
日
差
し
が
強
く
な
る
５
月
以

降
は
高
温
下
で
枯
れ
る
こ
と
が

あ
る
た
め
株
間
に
、
ス
カ
エ
ボ

ラ
は
日
当
た
り
が
良
い
と
こ
ろ

に
植
え
る
。

　
餌
ひ
も
と
天
敵
温
存
植
物

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
・
短
所

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
て
利
用
す
る
の
が
効
果
的

だ
。
試
験
で
は
、
代
替
餌
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
ト
バ
テ
ン

成
虫
の
定
着
期
間
が
延
び
、
導

入
し
な
い
場
合
に
比
べ
て
放
飼

頭
数
を
半
分
以
下
に
減
ら
し
て

も
十
分
な
ア
ブ
ラ
ム
シ
防
除
効

果
が
得
ら
れ
た
。

コ
ス
ト
削
減
に
も

ト
バ
テ
ン
製
剤
は
１
０
０
頭

入
り
で
９
千
円
程
度
、
餌
ひ
も

は
１０
㍍
５
０
０
円
程
度
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。
代
替
餌
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
場
合
、
防
除
に

か
か
る
経
費
を
導
入
し
な
い
場

合
の
５０
～
６０
％
程
度
に
抑
え
ら

れ
る
と
い
う
。

白
イ
チ
ゴ
「
ネ
ー
ジ
ュ
ベ

リ
ー
」

を
選
ん
だ
。
こ
の
実
験
か
ら
も
カ

ラ
ス
は
鼻
が
利
か
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。

　
さ
ら
に
、
味
覚
も
鈍
そ
う
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
ヒ
ト
の
舌
に
は
、

味み

蕾ら
い

と
い
う
味
を
感
じ
る
セ
ン
サ

ー
が
約
９
千
個
あ
る
。
一
方
で
、

カ
ラ
ス
の
味
蕾
は
口こ

う

腔く
う

内
に
約
３

０
０
個
し
か
な
く
、
ヒ
ト
の
３０
分

の
１
し
か
無
い
。
し
か
し
、
食
べ

物
の
好
み
は
あ
る
。
高
タ
ン
パ
ク

質
、
高
脂
質
の
食
べ
物
は
大
好
き

で
、
唐
揚
げ
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
大

好
物
だ
。

カ
ラ
ス
の
聴
覚
は
人
間
と
同
程

度
と
考
え
ら
れ
る
。
可
聴
範
囲
を

比
べ
る
と
、
む
し
ろ
ヒ
ト
よ
り
狭

く
、
カ
ラ
ス
も
超
音
波
は
聞
こ
え

な
い
。
た
だ
、
鳴
き
声
で
個
体
を

識
別
で
き
る
な
ど
、
音
を
聞
き
分

け
る
能
力
は
優
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
触
覚
は
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
空
を
飛
ぶ
ト
リ
全
般
に
い

え
る
こ
と
だ
が
、
翼
で
気
流
を
的

確
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
か
ら

だ
。
く
ち
ば
し
も
敏
感
で
あ
る
。

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
は
地
中
の
虫
な

ど
を
く
ち
ば
し
で
探
索
す
る
。
ニ

ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
に
生
息
す
る
カ

レ
ド
ニ
ア
ガ
ラ
ス
は
く
ち
ば
し
で

木
の
枝
な
ど
を
加
工
し
、
絶
妙
な

力
加
減
で
イ
モ
ム
シ
を
釣
り
上
げ

る
。カ

ラ
ス
の
五
感
で
最
も
優
れ
て

い
る
の
は
視
覚
で
あ
る
。
は
る
か

遠
く
か
ら
食
べ
物
を
発
見
し
、
ピ

味
・
に
お
い
に
鈍
く
色
覚
な
ど
優
れ
る

②五感―ヒトとの比較

ン
ポ
イ
ン
ト
で
飛
来
す
る
。
網
膜

に
あ
る
神
経
節
細
胞
の
数
は
、
ヒ

ト
が
約
１
０
０
万
個
に
対
し
、
カ

ラ
ス
は
約
３
６
０
万
個
、
視
細
胞

の
数
は
、
ヒ
ト
が
平
方
㍉
㍍
当
た

り
約
１
万
個
に
対
し
、
カ
ラ
ス
は

９
万
個
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
よ
り
も

高
い
分
解
能
で
対
象
物
を
見
て
い

る
に
違
い
な
い
。

　
さ
ら
に
、
カ
ラ
ス
の
色
覚
は
優

れ
て
い
る
。
ヒ
ト
は
三
原
色
で
色

を
見
て
い
る
の
に
対
し
、
カ
ラ
ス

は
近
紫
外
線
も
認
識
で
き
る
た
め

四
原
色
で
色
を
見
て
い
る
。
ヒ
ト

と
は
全
く
異
な
る
色
で
世
界
を
見

て
お
り
、
わ
ず
か
な
色
の
違
い
も

識
別
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
回
は
、
こ
れ
ら
カ
ラ
ス
の
生

物
と
し
て
の
特
徴
に
加
え
、
カ
ラ

ス
の
習
性
を
踏
ま
え
た
上
で
の
効

果
的
な
被
害
対
策
を
紹
介
し
た

い
。

　
（
塚
原　

直
樹　
株
式
会
社
Ｃ

ｒ
ｏ
ｗ
Ｌ
ａ
ｂ
代
表
）　

マヨネーズに群がる
カラス

カ
ラ
ス
被
害
対
策
を
行
う
上

で
、
カ
ラ
ス
が
ど
の
よ
う
な
生
き

物
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
は
大
事

で
あ
る
。
今
回
は
カ
ラ
ス
の
五
感

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
実
は
カ
ラ
ス
の
嗅
覚
は
鈍
い
。

そ
の
証
拠
に
、
嗅
覚
を
つ
か
さ
ど

る
脳
の
嗅
球
と
い
う
部
位
が
、
他

の
ト
リ
に
比
べ
は
る
か
に
小
さ

く
、
痕
跡
程
度
し
か
な
い
。
ま

た
、
に
お
い
は
漏
れ
る
が
中
身
は

見
え
な
い
よ
う
に
、
紙
で
蓋ふ

た

を
し

た
容
器
を
用
意
し
、
一
方
に
は
ふ

や
か
し
た
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
い

れ
、
も
う
一
方
に
は
何
も
い
れ

ず
、
お
腹な

か

を
す
か
せ
た
カ
ラ
ス
に

選
ば
せ
る
実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、

カ
ラ
ス
は
当
て
ず
っ
ぽ
う
で
容
器

定
植
６
年
目
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
栽
培
園
地

ジ
ョ
イ
ン
ト
で
早
期
成
園

西
洋
ナ
シ
に
も

新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
対
策

石
灰
窒
素
を
一
斉
散
布

宮
崎
市
住
吉
青
水
地
区

ヒトとカラスの色覚の
違いのイメージ

ヒトの色覚
３原色

カラスの色覚
４原色

た
り
２
０
０
本
程
度
必
要
で
、

慣
行
の
４０
本
よ
り
も
密
植
に
な

る
。剪せ

ん

定て
い

は
初
心
者
で
も
覚
え
や

す
い
。
初
め
の
冬
は
、
主
枝
か

ら
発
生
し
た
太
さ
６
・
５
～
９

㍉
の
枝
を
残
し
、
枝
の
先
端
を

真
上
向
き
に
誘
引
し
て
１
年
伸

長
さ
せ
る
。
２
年
目
以
降
、
側

枝
先
端
を
斜
立
さ
せ
な
が
ら
伸

長
さ
せ
、
主
枝
か
ら
魚
の
骨
状

に
枝
を
伸
ば
し
て
３
年
目
か
ら

着
果
さ
せ
る
。

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
の
特
許
は

神
奈
川
県
が
保
有
し
て
い
る
た

め
、
栽
培
す
る
際
に
は
実
施
許

諾
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
農
林
水
産
省
は
１３
日
、
病

害
虫
発
生
予
報
第
９
号
を
発

表
し
た
。
野
菜
類
で
は
、
イ

チ
ゴ
の
ハ
ダ
ニ
類
が
中
国
・

四
国
・
北
九
州
で
多

く
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
圃
場
の
観

察
と
、
都
道
府
県
の
発
生
予

察
情
報
な
ど
を
参
考
に
適
期

防
除
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
果
樹
や
茶
で
は
病
害
虫
の

越
冬
量
低
下
が
重
要
と
示

し
、
感
染
落
葉
や
罹
病
（
り

び
ょ
う
）
部
の
除
去
・
処

理
、
ハ
ダ
ニ
類
や
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
類
が
多
か
っ
た
園
地
で

の
粗
皮
削
り
や
マ
シ
ン
油
散

布
、
茶
の
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ

多
発
園
地
で
の
秋
整
枝
後
の

薬
剤
散
布
な
ど
を
推
奨
す

る
。

　
侵
入
害
虫
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ

ヨ
ト
ウ
に
つ
い
て
疑
わ
し
い

虫
を
見
つ
け
た
際
は
、
都
道

府
県
病
害
虫
防
除
所
や
植
物

防
疫
所
ま
で
連
絡
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

　
向
こ
う
１
カ
月
の
主
要
病

害
虫
の
発
生
動
向
は
次
の
通

り
。

　
▽
野
菜
・
花
き
（
発
生
が

「
多
い
」
病
害
虫
と
地
域
）　

共
通
で
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
が
東

海
。
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
は
コ

ナ
ガ
が
南
関
東
・
東
海
。
イ

チ
ゴ
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
が

東
海
・
中
国
・
北
九
州
、
ハ

ダ
ニ
類
が
中
国
・
四
国
・
北

九
州
、
炭
そ
病
が
東
海
。
キ

ャ
ベ
ツ
黒
腐
病
が
南
関
東
・

東
海
。
キ
ュ
ウ
リ
う
ど
ん
こ

病
が
四
国
。
ダ
イ
コ

ン
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

が
南
関
東
。
ト
マ
ト

の
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
が
東
海
・

四
国
。
キ
ク
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
が
北
九
州
。

　
▽
果
樹
（
同
）　
か
ん
き

つ
は
、
か
い
よ
う
病
が
東

海
、
ハ
ダ
ニ
類
が
沖
縄
。
茶

の
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
が
近

畿
。

第
９
号イ

チ
ゴ
の
ハ
ダ
ニ
が
多
い

天敵製剤「飛ばないナミテントウ」

代替餌で頭数維持
「
餌
ひ
も
」と「
天
敵
温
存
植
物
」

半
分
の
頭
数
で
防
除
効
果
持
続

オオバのハウスで餌ひもを
手にする久松代表

餌
ひ
も
の
ア
ル
テ
ミ
ア
を

食
べ
る
ト
バ
テ
ン
幼
虫

ナ
ス
の
株
間
に
植
え
ら
れ
た

ス
イ
ー
ト
ア
リ
ッ
サ
ム
（
写

真
提
供
＝
農
研
機
構
・
西
日

本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
茨
城
県
阿
見
町
で
野
菜
（
露

地
２
㌶
、
ハ
ウ
ス
２６
㌃
）
を
有

機
栽
培
す
る
、
ひ
さ
ま
つ
農
園

で
は
、
オ
オ
バ
（
ハ
ウ
ス
１０

㌃
）
を
中
心
に
ト
バ
テ
ン
と
餌

ひ
も
を
利
用
し
て
い
る
。
「
以

前
は
放
飼
後
１
、
２
週
間
で
ア

ブ
ラ
ム
シ
を
食
べ
尽
く
し
て
終

わ
り
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
が
、

今
は
餌
ひ
も
が
あ
る
こ
と
で
温

存
で
き
て
い
る
」
と
久
松
代

表
。
「
餌
ひ
も
は
簡
単
に
設
置

で
き
、
経
費
も
あ
ま
り
か
か
ら

な
い
。
継
続
し
て
使
い
た
い
」

と
話
す
。

　
【
新
潟
支
局
】
新
潟
県
農
業

総
合
研
究
所
は
、
西
洋
ナ
シ

「
ル
レ
ク
チ
エ
」
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
栽
培
で
、
定
植
か
ら
５
年

ほ
ど
で
１０
㌃
当
た
り
３
千
㌔
と


